
毎
年
、
９
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で

を
「
自
殺
予
防
週
間
」
と
し
て
、

国
、
地
方
自
治
体
が
連
携
し
て
幅

広
い
国
民
参
加
に
よ
る
啓
発
活
動

を
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
自
死
は
自
由
な
意
思

や
選
択
の
結
果
で
は
な
く
、健
康

問
題
、経
済
・
生
活
問
題
な
ど
の

様
々
な
要
因
が
複
雑
に
関
係
し
、

心
理
的
に
追
い
込
ま
れ
た
末
の
死

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
う
つ
病
な
ど
、
こ
こ
ろ
の

健
康
問
題
が
大
き
く
関
係
し
て
い

ま
す
。
う
つ
病
に
つ
い
て
正
し
く

理
解
し
、
早
く
気
づ
き
、
適
切
な

治
療
に
つ
な
ぐ
こ
と
は
、
自
死
を

防
ぐ
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

「
自
殺
予
防
週
間
」
で
す

毛呂山町保健センター
（川角305番地1）
ｔ049−294−5511ｆ049−295−5850

保健センターから
のお知らせ

＝毛呂山町健康マイレージ事業対象事業

Ｂ
型
肝
炎
・
Ｃ
型
肝
炎
に
感
染
し

た
こ
と
に
気
づ
か
ず
そ
の
ま
ま
に

し
て
い
る
と
、
慢
性
肝
炎
や
肝か

ん
硬こ

う

変へ
ん

・
肝
臓
が
ん
に
進
行
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
今
ま
で
に
検
診
を

受
け
た
こ
と
が
な
い
人
は
、
ぜ
ひ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い（
無
料
）。

㊐　
10
月
30
日
月

　
　
午
前
11
時
以
降

※
詳
し
い
時
間
は
申
込
み
時
に
お

伝
え
し
ま
す
。

場　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
血
液
検
査
（
Ｂ
型
肝
炎
・
Ｃ

型
肝
炎
）

対　
40
歳
以
上
（
令
和
６
年
３
月

31
日
ま
で
に
40
歳
に
な
る
人
を

含
む
）
で
、
次
の
い
ず
れ
に
も

該
当
し
な
い
人

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

が
ん
を
知
れ
ば
健
康
長
寿
の
ヒ
ン

ト
が
必
ず
あ
り
ま
す
。
今
、
知
っ

て
お
き
た
い
最
新
情
報
や
基
礎
知

識
を
専
門
の
医
師
が
丁
寧
に
解
説

し
ま
す
。
ま
た
、
教
室
終
了
後
に

「
が
ん
検
診
県
民
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
研
修
」
を
行
い
ま
す
。
毎
回
ご

好
評
を
い
た
だ
き
、
早
期
に
予
約

が
埋
ま
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、

お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

㊐　
10
月
18
日
水　

　
　
午
後
２
時
～
４
時

場　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
胃
が
ん
の
基
礎
知
識
、
最
新

知
識
と
予
防
に
つ
い
て

対　
町
内
在
住
の
人

定　
20
人
（
先
着
順
）

講
師　
真ま

下し
も
由
美
さ
ん
（
埼
玉
医

科
大
学
国
際
医
療
セ
ン
タ
ー
消

化
器
内
科
教
授
）　

料　
無
料

　
筆
記
用
具

※
感
染
対
策
と
し
て
マ
ス
ク
の
着

用
を
お
願
い
し
ま
す
。

申　
９
月
11
日
月
か
ら
保
健
セ
ン

タ
ー
で
受
け
付
け
ま
す
（
電
話

可
）。
下
記
か
ら

電
子
申
請
で
の
申

込
み
も
可
能
で
す
。

が
ん
予
防
か
ら
学
ぶ
健
康

長
寿
！
胃
が
ん
予
防
教
室

今
年
度
よ
り
、
前
立
腺
が
ん
検
診

を
始
め
て
い
ま
す
。
前
立
腺
は
膀

胱
の
す
ぐ
下
で
尿
道
を
取
り
囲

む
、
男
性
特
有
の
臓
器
で
す
。

前
立
腺
が
ん
は
早
期
に
症
状
が
現

れ
に
く
い
病
気
で
、
近
年
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
血
液
検
査
（
Ｐ

Ｓ
Ａ
検
査
）
を
行
う
こ
と
で
、
が

ん
を
早
期
に
発
見
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
検
診
を
受
け

る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

㊐　
10
月
14
日
土
、
29
日
日

　
　
午
前
中

場　
保
健
セ
ン
タ
ー

前
立
腺
が
ん
検
診

・
過
去
に
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

査
・
治
療
を
受
け
た
こ
と
が
あ

る
人
、ま
た
は
現
在
治
療
中
の
人

・
過
去
に
Ｂ
型
肝
炎
の
治
療
を
受

け
て
い
る
人

・
大
き
な
手
術
（
開か

い

胸き
ょ
う

手
術
、

開
腹
手
術
な
ど
）
を
受
け
た
こ

と
が
あ
る
人

・
妊
娠
、
分ぶ

ん
娩べ

ん
時
に
多
量
に
出
血

し
た
こ
と
が
あ
り
、
定
期
的
に

肝
機
能
検
査
を
受
け
て
い
る
人

定　
10
人
（
先
着
順
）

申　
９
月
７
日
木
か
ら
27
日
水
ま

で
保
健
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け

ま
す
（
電
話・フ
ァ
ク
ス
可
）。

　
血
液
検
査
（
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
）

対　
50
歳
以
上
の
男
性
（
令
和
６

年
３
月
31
日
ま
で
に
50
歳
に
な

る
人
を
含
む
）

※
尿
が
出
に
く
い
、
排
尿
回
数
が

多
い
な
ど
の
症
状
の
あ
る
人
は
、

検
診
で
は
な
く
、
医
療
機
関
を
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

定　
各
回
10
人
（
先
着
順
）

料　
５
０
０
円

申　
９
月
７
日
木
か
ら
保
健
セ
ン

タ
ー
で
受
け
付
け
ま
す
（
電
話

・
フ
ァ
ク
ス
可
）。
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※新型コロナウイルス感染拡大防止のため変更・中止となる可能性があります。町の無料相談
相談種類 日にち 時間 相談場所 申込み・問合せ

法律相談
弁護士 ９/12（火）、９/25（月）

10/10（火）、10/23（月） 13 :30～16 :00 役場会議室　 役場総務課ｔ 313（要予約）

行政書士 ９/20（水）、10/18（水） 10 :00～15 :00 役場会議室 役場総務課ｔ 313
人権・行政相談 ９/14（木）、10/12（木） 13 :30～16 :00 役場会議室 役場総務課ｔ 313

成人健康相談
10/５（木） 10:00～11 :00 役場１階町民ホール

保健センターｔ294−5511
９/１（金） 10:00～11 :00 保健センター

電話健康相談 平日 9:00～17 :00 保健センターｔ294−5511
育児ほっと相談室 ９/27（水）、10/25（水） 10 :00～11 :00 児童館内子育て支援室 保健センターｔ294−5511

もの忘れ相談会 毎月第3木曜日 10:00～12 :00 中央公民館 地域包括支援センター
ｔ295−2112 126

子育て相談 平日
※オンライン相談あり 10 :00～15 :00

役場相談室 子育て支援センター
ｔ294−4820（要予約）子育て支援センター

教育相談 平日 10:00～16 :30 教育センターｔ295−2525（電話相談可）
心配ごと相談 毎月第２・４水曜日 10:00～12 :00 社会福祉協議会（毛呂山町川角303-3）ｔ295−0601
消費生活相談 毎週月・火曜日 10:00～15 :00 役場相談室１ 役場産業振興課
生活困窮者自立相談
※生活保護受給者以外 平日 8:30～17 :00 アスポート相談支援センター埼玉西部毛呂山出張所

（社会福祉協議会内）ｔ080−2274−1445

ぐるっと臥
が

龍
りゅう

山
ざん

散歩　その②

～由
ゆい

緒
しょ

ある建築物探訪～

歴史散歩
第351回

　

臥
龍
山
に
登
る
と
出い

ず
も雲

伊い

波わ

比い

神
社
の
境け

い

内だ
い

が
広

が
り
、
拝は
い

殿で
ん

、
奥
に
本
殿
、
そ
の
右
手
に
旧
八は

ち

幡ま
ん

社し
ゃ

が
立
っ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
後
期
に
作
ら
れ
た

「
毛も

呂ろ

郷ご
う

大お
お

絵え

図ず

」
に
は
、「
飛ひ

来ら
い

大
明
神
」、「
八

幡
社
」
と
い
う
二
社
が
並
ん
で
描
か
れ
て
お
り
、
本

殿
は
か
つ
て「
飛
来
大
明
神
」と
称
し
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
の
本
殿
は
、
戦
国
時
代
の
大だ
い

永え
い

８
年
（
１
５

２
８
）、
前
年
火
災
で
焼
失
し
た
社
殿
を
毛
呂
郷
の

領
主
・
毛も

呂ろ

顕あ
き

繁し
げ

が
施
主
と
な
っ
て
再
建
し
た
も
の

で
す
。
当
時
の
毛
呂
郷
周
辺
は
、
後
北
条
氏
が
北
武

蔵
に
進
出
し
よ
う
と
、
扇
お
う
ぎ
が
や
つ
谷
・
山

や
ま
の
う
ち内
の
両
上
杉
氏
と

激
し
く
争
っ
て
い
た
時
期
で
、
毛
呂
郷
は
そ
の
最
前

線
に
あ
り
ま
し
た
。
情
勢
不
安
の
な
か
、
領
民
の
人

心
を
ま
と
め
る
た
め
に
、
い
ち
早
く
本
殿
の
再
建
を

進
め
た
の
で
し
ょ
う
。

　

出
雲
伊
波
比
神
社
の
修
理
の
履
歴
に
は
、
鎌
倉
幕

府
を
開
い
た
源
頼
朝
、
坂ば
ん

東ど
う

武
者
の
鑑

か
が
み

と
言
わ
れ
た

畠は
た
け

山や
ま

重し
げ

忠た
だ

、
江
戸
時
代
に
入
る
と
三
代
将
軍
の
徳

川
家
光
な
ど
が
名
を
連
ね
て
、
武
士
の
崇す
う

敬け
い

を
集
め

て
い
た
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

　

本
殿
は
、
中
世
の
神
社
建
築
の
様
式
を
伝
え
る
貴

重
な
建
造
物
と
し
て
、
昭
和
13
年
に
国
宝
に
指
定
さ

れ
、
そ
の
後
文
化
財
保
護
法
の
制
定
に
よ
り
、
昭
和

25
年
に
重
要
文
化
財
に
指
定
替
え
と
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
32
年
か
ら
33
年
に
か
け
本
殿
の
解
体
修
理
が

行
わ
れ
ま
し
た
が
、
２
年
後
に
伊
勢
湾
台
風
に
見
舞

わ
れ
ま
し
た
。
当
時
、
臥
龍
山
の
多
く
の
木
々
や
御ご

神し
ん

木ぼ
く

が
な
ぎ
倒
さ
れ
た
惨
状
の
な
か
、
本
殿
は
被
害

を
受
け
る
こ
と
な
く
流
り
ゅ
う

麗れ
い

な
姿
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

埼
玉
県
内
で
国
宝
・
重
要
文
化
財
の
指
定
を
受
け

て
い
る
建
造
物
は
28
件
あ
り
ま
す
。
そ
の
な
か
で
、

最
も
古
い
神
社
建
築
が
出
雲
伊
波
比
神
社
本
殿
で
す
。

　

建
物
の
特
徴
を
見
る
と
、
正
面
側
面
と
も
に
二
本

の
太
い
柱
間
に
板い
た

扉と
び
ら・
板い

た

壁か
べ

が
一
つ
あ
り
ま
す
。
屋

根
の
形
は
、
前
方
に
流
れ
る
よ
う
に
カ
ー
ブ
を
作
り

な
が
ら
せ
り
出
し
、
逆
に
後
方
は
極
端
に
短
い
流
な
が
れ

造づ
く
りに

な
っ
て
い
ま
す
。
柱
間
一
つ
の
流
造
な
の
で
一い

っ

間け
ん

社し
ゃ

流
な
が
れ

造づ
く
りと

呼
ん
で
い
ま
す
。

　

地
上
か
ら
棟む
ね

の
上
端
ま
で
約
８
・
７
メ
ー
ト
ル
、

軒
の
広
さ
約
47
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
全
国
に
数
多
く

あ
る
一
間
社
流
造
の
建
築
物
の
な
か
で
も
屈
指
の
規

模
を
誇
り
ま
す
。
正
面
の
軒の
き

下し
た

向こ
う

拝は
い

の
蟇

か
え
る

股ま
た

は
虎
の

意い

匠し
ょ
うで

、
木き

鼻ば
な

に
は
獅
子
が
象

か
た
ど

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

臥
龍
山
に
鎮
座
す
る
本
殿
は
、
中
世
ら
し
い
素
朴

で
力
強
い
佇
た
た
ず
ま
い
の
な
か
に
、
江
戸
時
代
に
採
用
さ

れ
た
精せ
い

緻ち

な
表
現
が
見
ら
れ
る
優
れ
た
文
化
財
で
す
。

平成22年
修理後の本殿
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